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研究テーマ※ 色彩に優れた高強度繊維の開発 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

 高強度繊維の代表である超高分子量ポリエチレン繊維は、染料と反応するための染着座席を持たない。そのた

め着色には顔料を練り込んだ原着か、顔料樹脂でのコーティングが行われる。原着では大量生産が余儀なくさ

れ、歩留まりが生じる。またコーティングでは、摩擦によって顔料樹脂が容易に剥離する。これらのことにより、

超高分子ポリエチレン繊維の表面を改質し、染料と反応する官能基を付与することにより染色を可能とする。 

 この繊維は耐薬品性に優れているため、放射線処理、フッ素ガス処理などにより改質を行う必要がある。 

【応用例、研究の展望】 

超高分子量ポリエチレン繊維は強度に優れ、伸びが少ないため釣り 

糸として利用されている。従来品は顔料樹脂をメートル単位で色分け 

されているが、釣竿のガイドで擦れて、3回程度の使用で顔料樹脂が 

剥がれて色が落ちてくる。染料による染色では摩擦による色落を防 

ぐことができる。ただし、染色層が極表面に限られるため、耐光によ      図 染料染色された釣り糸 

る退色が生じる。今後内部まで処理できる開発が求められる。 

【研究方法の特色】 

 放射線（γ線）グラフト重合により繊維の内部まで改質できるが、設 

備が限られることと廃棄薬品の処理が課題となる。フッ素ガス処理も 

設備が限られるが、官能基の付与がガス処理のため効率は良い。 

 釣り糸を処理する場合、一度編立てて生地を作り、生地で処理を行 釣り糸    編立て  染色   巻き戻し 

い、生地のまま染色をする。染色した釣り糸のニット生地を巻き戻し      （生地：25cm×１５ｃｍ） 

て、スプールに巻いて釣り糸状にする。 

本研究関連 

特許・論文等 

・Graft polymerization using radiation-induced peroxides and application to textile 

dyeing（Radiation Physics and Chemistry 80(2) 169-174 2011年） 

・The role of hydroperoxides as a precursor in the radiation-induced graft polymerization 

of methyl methacrylate to ultra-high molecular weight polyethylene（Radiation Physics 

and Chemistry 79(6) 718-724 2010年） 
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